
                住んで良かった荒牧町       令和２年２月１５日  （１） 

《自治会事務所》  月曜日から金曜日 午前１０時から午後１時まで 電話/ＦＡＸ０２７－２３３－９９１３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２１２号 

荒牧町自治会 

広報委員会  

 

【
自
治
会
定
期
総
会
の
お
知
ら
せ
】 

 
 

自
治
会
で
は
、
令
和
２
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
定

期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

記 

 

◇
日
時 

令
和
２
年
3
月
14
日(

土) 

午
前
９
時
30
分 

◇
会
場 

荒
牧
町
公
民
館 

 

◇
協
議
事
項 

一
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告 

二
、
令
和
元
年
度
会
計
監
査
報
告 

三
、
令
和
２
年
度
副
会
長
の
選
出
に
つ
い
て 

四
、
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び 

予
算
（
案
）
に
つ
い
て 

五
、
そ
の
他 

 
 

＊
定
期
総
会
資
料
は
組
長
よ
り
各
戸
に
配
布
し
ま
す 

 

【
令
和
２
年
度
組
長
会
議
の
お
知
ら
せ
】 

 
 
 
 

記 

 

◇
日
時 

令
和
２
年
3
月
15
日(

日)

午
前
10
時 

 

◇
会
場 

荒
牧
町
公
民
館 

 

◇
議
題 

 
 

一
、
令
和
２
年
度
行
事
予
定
・
集
金
予
定
に
つ
い
て 

 
 

二
、
荒
牧
町
自
治
会
執
務
時
間
、
時
間
外
連
絡
、 

 
 

 
 

担
当
地
区
代
表
に
つ
い
て 

 
 

三
、
自
治
会
費
の
集
金
、
募
金
の
集
金
に
つ
い
て 

 
 

四
、
会
計
監
査
員
の
選
出
に
つ
い
て 

 
 

五
、
そ
の
他 

（
＊
令
和
２
年
度
の
自
治
会
役
員
と
し
て
大
切
な

会
議
で
す
の
で
、
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。） 
 

お焚き上げ １月１３日（月・祝） 

 朝から、かまきり公園（通称）には、ダルマや松飾りな

どが積み上げられ、お清めをしたあとに点火し、お焚き上

げが始まりました。火の周りに集まった人たち全員でお神

酒を高く掲げ 

「おめでとうございま～す！」 

と、新年のあいさつを交わし 

ました。その後は、豚汁や 

甘酒やミカンを食べたり、 

子ども達が福引を楽しんだ 

りしながら、ながら、互いに 

新年の抱負を語り合っていました。 

不動明王祭 １月２８日（火） 

「長くお参りしてきたけど雨のお不動様は初めてだよ」

と、今年は前例のない小雨の中での祭典でした。 

 傘を差しながら参拝者が見え、次から次へとお不動様

に手を合わせ、それぞれの思いを願う姿で行列ができる

ほどでした。お正月の挨拶やお 

互いの健康を気遣う声、おで 

んを頬張りながらの情報 

交換などが境内一杯に飛 

び交い大賑わいでした。町 

の一隅での穏やかな場面に微 

笑んだり、手作りでもこの伝統 

祭事を続けなくては 

と思ったりした一日 

でした。 

多くの参拝者をはじ 

め祭典の趣旨に賛同し 

てくださった方々に対 

し、祭典委員一同、心 

より厚くお礼申し上げ 

ます。（祭典委員一同） 

ふれあいいきいきサロン（試食会）  令和 2年 1月 22日（水） 

まず、地域包括支援センターの小林さんから「介護予防・生活支援サービス、一般

介護等」の利用方法について説明があり、その後ライフデリ前橋店の松村さんから高

齢者向けの宅配弁当種類の説明があり、提供された宅配弁当の試食を行いました。 

（宅配弁当種類） 

・普通食（一般のご高齢の方や生活習慣がきになる方おススメ）、 

・カロリー調整食（糖尿病の方におススメ） 

・透析食（腎臓病で透析治療中の方におススメ） 

・腎臓食（腎臓病で透析治療前の方）・ムース食（嚥下が困難な方におススメ） 

 

地区のお正月恒例行事 団地 新田・東 



               住んで良かった荒牧町      令和２年２月１５日   （２） 

荒牧町自治会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽは： http://www.aramaki-jichikai.com/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここ、どこ？（１２） 

 
この欄では、町内の気になる場所の写真を紹介

していきます。さて、どこだかわかりますか？ 

 

ＮＯ．１９ 

💛なまえ ゆき        

💛紹介  

フレンチブルドッグ 

２０１７．１１．１０生 

女の子 

💛住まい  

木暮さんの家 

💛ひとこと 

胸に♥のマークがある 

 

わが家のかわいいワンニャン 

元パチンコ屋の跡地に建設される予定のガソリン
スタンドの作業現場です 

前橋市小史と荒牧町 

「県都前橋糸のまち」と上毛かるたにあるように、かつ

ての前橋は質量共に優れた生糸の生産が盛んで、それに

伴う財力を生かして、高崎市との間で県庁の所在地を巡

る激しい争奪戦に勝ち、その結果、明治 14 年に、県庁

の正式な所在地が「前橋」になったとの記録がある。 

 しかし、この前橋が県庁所在地の「前橋町」であった

かどうかに関しては、なかなか興味のある記録が見られ

る。昭和３０年に発刊された「続・前橋史話」の中に「市

政が安定し始めた明治４年、前橋町の人口は６８９９

人、戸数は１７２７戸の小さい町であった：と記され、

少し前に発刊された「前橋史話」には「明治維新が施行

された慶応３年から遡る約６０年、文化文政期（１８０

４～１８４０）１１代将軍・家斉の時代に、既に「上野

国群馬郡前橋町民」と画かれた古地図が残されている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうなると、前橋村という記録は見つからなかったが、

前橋町の発祥はいつ頃なのかという事が問題になって

くる。「前橋市史」によると「明治２１年４月に公布され

た町村制により、かなり意図的に東群馬郡・南勢多郡の中

の町や村が統合されて前橋町が発足した。」とある。何れ

にせよ前述の県庁所在地が確定したのは「前橋町」であっ

たと考えられる。 

 しかし、早くも明治２３年には町議会等の要望により市

制施行への議論が高まり、関係者が津、岐阜の両市へ視察

に行くなどの結果、内務省から明治２５年４月１日から市

制が設定される通達があった。これにより全国で４１番

目、関東地方では東京、横浜、水戸に次いで第４番目の市

の誕生となった。勿論本県では最初の市であり、初代市長

には下村善太郎氏が就任した。 

 さて、荒牧町については昭和３０年３月に刊行された

「南橘村史」によると「江戸時代に存在した荒牧・田口・

関根・川原・上小出・下小出・北代田・日輪寺・川端・青

柳・竜蔵寺・上細井・下細井の１３村が明治維新の際（明

治４年）廃藩置県により南橘村として合併され、これ以降

は村ではなく南橘村大字荒牧としての存在となった.」と

記されている。 

明治１０年太政官からの通達により編纂された「上野国

郡村史」の中に「荒牧村」の名が見られ、小字として台所

北、台所、黒岩、堰下、宿後、上宿、下宿等、現在でも残

っている２７の小字の名称が挙がっている。 

都丸勝自治会長の時に発刊された「荒牧町３０年誌」の

中に、「昭和２９年９月、南橘地区１３村字は町村合併法

により明治２５年に市となっていた前橋市に合併され、当

時の村名から町名に改名され、それまでの荒牧村から荒牧

町になった」と記されている。 

現在の荒牧町には上宿、下宿、中荒牧、新田東、団地地

区の５地区で運営されている。９月現在の人口は４９６５

人、世帯数は１９５０戸である。    （赤松） 

 

まちかど探検《no.5１》 

 『まちかど探検』も５０回を超えました。筆者が町の歴史等について、当時を知る人に尋ねたり、関

係する書物を読み込んだりと、足を棒にしてまとめてきたものです。そのご尽力に心より感謝するとと

もに、荒牧町の住民の証しとして、町のルーツをしっかりと心に刻んでいってほしいと思います。（唐澤） 

http://www.aramaki-jichikai.com/

